
 

群群馬馬県県渋渋川川市市内内のの慢慢性性的的なな渋渋滞滞解解消消とと  

地地域域住住民民のの生生活活環環境境ににおおけけるる安安全全性性向向上上をを図図るる  

～～国国道道１１７７号号  鯉鯉沢沢
こいざわ

ババイイパパススのの概概要要～～  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道-２ 国道１７号 鯉沢バイパス 

■経 緯 

昭和 62 年度 事業化（区間①） 
 

昭和 63 年度 都市計画決定 
 

平成 8 年度 区間① 暫定 2車線供用 

（2．3km） 
 

平成 9 年度 事業化（区間②） 
 

平成 20 年度 区間① 4 車線供用 

（2．3km） 

区間② 暫定２車線供用 

（3．2km） 

平成 22 年度 休 止 
 

→平成 22 年度 事後評価完了

 群馬県渋川市を通る国道17号は、地域住民の重要な生活道であるが、広域の物流ルート

でもあるため、慢性的な渋滞が発生することが地域の課題となっており、国道17号のバイ

パス整備に対する要望が挙がっていた。 

 鯉沢バイパスは国道17号の慢性的な渋滞を解消し、あわせて地域の生活環境の向上、交

通安全の向上を図るプロジェクであり、平成20年に全線開通（４車線＋２車線）した。 

事後評価対象区間

国道17号 鯉沢バイパス L＝5.5km

群
馬
県
渋
川
市
渋
川
東
町

ぐ
ん
ま
け
ん

し
ぶ
か
わ
し

し
ぶ
か
わ
あ
ず
ま
ち
ょ
う

群
馬
県
渋
川
市
上
白
井

ぐ
ん
ま
け
ん

し
ぶ
か
わ
し

か
み
し
ろ
い

平成8年10月
暫定2車線開通

平成20年7月7日
暫定2車線開通

L＝3.2km

東
町

下
郷

阿
久
津 鯉

沢

吹
屋恵

久
保

国 道

ROUTE
17
国 道

ROUTE
17

国 道

ROUTE

17
国 道

ROUTE

17

国 道

ROUTE

17
国 道

ROUTE

17

国 道

ROUTE
17
国 道

ROUTE
17

国 道

ROUTE

353
国 道

ROUTE

353

国 道

ROUTE

353
国 道

ROUTE

353

国 道

ROUTE

353
国 道

ROUTE

353

平成20年7月7日
完成4車線開通

L＝2.3km

区間① 区間②

吾

妻
新
橋
南

30,000台/日

21,400台/日

事後評価区間
一般国道
主要地方道
一般県道
計画交通量(台/日)

事後評価区間
一般国道
主要地方道
一般県道
計画交通量(台/日)

■位置図 

プロジェクト着手前写真 

（空撮等の全体像が解るもの） 

プロジェクト着手前の渋滞や大型車通行状況 

プロジェクト着手前（全景）
※（吾妻新橋は着手済） 

平成 6 年撮影

39



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高崎河川国道事務所管内 【平成22年度 事後評価完了】

■諸元 

 本プロジェクトの実施中には、計画ルートに軟弱地盤が見つかり、整備期間の延期やコ

ストの増加を余儀なくされたが、新技術の採用や種々のコスト縮減を図りながら対応し、

平成20年のバイパス全線供用に至った。 

これによって、当該区間現道の渋滞による損失時間は約40％解消され、死亡事故や沿線

の振動・騒音レベルも減少した。また、新たなバイパスの開通によってバイパス沿道の開

発も進んでいる。 

区  間：自）群馬県渋川市渋川東町 

     至）群馬県渋川市上白井 

計画延長：Ｌ=５．５ｋｍ 

工  期：昭和６２年～平成２０年 

事 業 費：約３００億円 

 
＜沿道住民の声＞ 

 
・沿道の商店への出入りがしやすくなった。 

・自転車で安全に走行できるようになった。 

・子供が安心して通学できるようになった。 

・夜眠れないくらい振動・騒音がひどかったが良

くなった。 

標準横断図

至
新
潟

区間②

至
東
京

阿
久
津

平成20年7月7日 暫定2車線開通 L＝3.2km

158158

鯉
沢

吹
屋

吾
妻
新
橋
南

吾妻川

利根川

長
坂

県
道
宮
田
吹
屋
線

県
道
宮
田
吹
屋
線

携帯電話
販売店

国
道

国
道

35
3

35
3
号
バ
イ
パ
ス

号
バ
イ
パ
ス

コンビニ家電量販店

吾妻新橋

携帯電話販売店

一般国道

一般県道
主要地方道

2525

平成8年10月 暫定2車線開通

区間①

平成20年7月7日 完成4車線開通 L＝2.3km

1717

1717

353353

JR上
越
線

JR
吾
妻
線

一般国道
一般国道1717号号

353353

群
馬
県
渋
川
市
上
白
井

ぐ
ん
ま
け
ん

し
ぶ
か
わ
し

か
み
し
ろ
い

群
馬
県
渋
川
市
渋
川
東
町

ぐ
ん
ま
け
ん

し
ぶ
か
わ
し

し
ぶ
か
わ
あ
ず
ま
ち
ょ
う

国
道

3
5
3
号

バ
イ

パ
ス

L
＝

2
.2

k
m

平
成

1
8
年

開
通

平
成

8
年

開
通

30,000台/日
28,000台/日

21,400台/日
12,700台/日

上段:計画交通量(台/日)
下段:H22.10実測交通量(台/日)

＜家電量販店＞
H22.6出店

＜道の駅こもち＞
H13.4開駅

プロジェクト着手後の渋滞緩和と通学風景 

プロジェクト着手後（全景）

平成 22 年撮影 
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１．プロジェクトの内容と目的 

道-２ 国道１７号 鯉沢バイパス 

 群馬県渋川市内を通る国道17号は、地域住民の重要な生活道であるとともに、広域の物流  

ルートでもあるため、図1に示すとおり、慢性的な渋滞が発生していた。 

国道17号鯉沢バイパスは、このような地域の慢性的な渋滞の解消と地域の生活環境と安全性の

向上を目的として整備され、平成20年度に、図2に示す区間①を４車線、区間②を暫定２車線にて

供用を開始した。 

 本プロジェクトにより、地域の渋滞の解消や生活環境・安全性の向上が図られたとともに、従来は

田畑等の耕作地が広がる周辺の土地利用であったが、バイパス開通に伴う店舗の出店等により沿

道開発が進んでいる。 

図 1 プロジェクト実施前の渋滞・事故の状況 

図 2 現在の鯉沢バイパス・国道 17 号線現道の混雑度 

Ｈ16-19年度
交通事故総合データベース

凡 例
■ 0~ 50
■ 50~100
■ 100~200
■ 200~
（単位：件/億台km）

国道17号 鯉沢バイパス L＝5.5km

至

沼
田

至

高
崎 1717

353353

東
町下

郷

吾
妻
新
橋
南

阿
久
津

鯉
沢

吹
屋

死傷事故率：＜供用前＞ 約142.2件/億台･km
＜供用後＞ 約 71.2件/億台･km

（全国平均：約127.5件/億台･km）

渋
川
警
察
署
前

再評価対象区間

国道17号 鯉沢バイパス L＝5.5km

群
馬
県
渋
川
市
渋
川
東
町

群
馬
県
渋
川
市
上
白
井

ぐ
ん
ま
け
ん
し
ぶ
か
わ
し
し
ぶ
か
わ
あ
ず
ま
ち
ょ
う

ぐ

ん

ま

け

ん

し

ぶ

か

わ

し

か

み

し

ろ

い

区間① 4車線開通区間 区間② 2車線開通区間

単位：百台/日

国道17号現道

鯉沢バイパス（2車区間）

0.97

0.67

0.91

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

a.H22(4+2) b.H42(4+2) c.H42(全線4車)

鯉沢バイパス（4車区間）
混雑度

交通量 交通容量 混雑度

a.H22現況交通量
（4車+2車） 280 308 0.91

b.H42将来交通量
（4車+2車） 207 308 0.67

c.H42将来交通量
（全線4車） 300 308 0.97

0.56

0.72

0.99

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

a.H22(4+2) b.H42(4+2) c.H42(全線4車)

交通量 交通容量 混雑度

a.H22現況交通量
（4車+2車） 149 150 0.99

b.H42将来交通量
（4車+2車） 84 150 0.56

c.H42将来交通量
（全線4車）

222 308 0.72

0.43

0.90

1.25

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

a.H22(4+2) b.H42(4+2) c.H42(全線4車)

交通量 交通容量 混雑度

a.H22現況交通量
（4車+2車） 115 128 0.9

b.H42将来交通量
（4車+2車） 160 128 1.25

c.H42将来交通量
（全線4車） 55 128 0.43

混雑度

混雑度

将来H42は4車＋2車の
ままでは混雑度が
1.0を越える。
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高崎河川国道事務所管内 【平成22年度 事後評価完了】

■諸元・概要図 

 国道 17 号鯉沢バイパスは、昭和 62 年度に渋川市渋川東町の区間①の事業化を決定し翌年の

都市計画決定を経て着工、平成９年度には、渋川市上白井の区間②についても事業化が決定し、

平成 20 年度に区間①を４車線、区間②を暫定２車線にて供用を開始した。供用後、４車線＋２車

線の状態で鯉沢バイパス、国道１７号現道のいずれも混雑度が 1.0 を下回り、深刻な渋滞問題も発

生していないことから、平成 22 年度に４車線＋２車線の供用をもって休止とするに至った。 

渋滞が緩和された国道 17 号 

H20

H22

供用後の鯉沢バイパス 

至
新
潟

区間②

至
東
京

阿
久
津

平成20年7月7日 暫定2車線開通 L＝3.2km

158158

鯉
沢

吹
屋

吾
妻
新
橋
南

吾妻川

利根川

長
坂

県
道
宮
田
吹
屋
線

県
道
宮
田
吹
屋
線

携帯電話
販売店

国
道

国
道

35
3

35
3号

バ
イ
パ
ス

号
バ
イ
パ
ス

コンビニ家電量販店

吾妻新橋

携帯電話販売店

一般国道

一般県道
主要地方道

2525

平成8年10月 暫定2車線開通

区間①

平成20年7月7日 完成4車線開通 L＝2.3km

1717

1717

353353

JR上
越
線

JR
吾
妻
線

一般国道
一般国道1717号号

353353

群
馬
県
渋
川
市
上
白
井

ぐ
ん
ま
け
ん

し
ぶ
か
わ
し

か
み
し
ろ
い

群
馬
県
渋
川
市
渋
川
東
町

ぐ
ん
ま
け
ん

し
ぶ
か
わ
し

し
ぶ
か
わ
あ
ず
ま
ち
ょ
う

国
道

3
5
3
号

バ
イ

パ
ス

L
＝

2
.2

k
m

平
成

1
8
年

開
通

平
成

8
年

開
通

30,000台/日
28,000台/日

21,400台/日
12,700台/日

上段:計画交通量(台/日)
下段:H22.10実測交通量(台/日)

ぐんまけん しぶかわし しぶかわあずまちょう

区 間 ：自)群馬県渋川市渋川東町

至)群馬県渋川市上白井

計画延長 ：Ｌ＝５．５ｋｍ

幅 員 ：２５．２５ｍ

道路規格 ：第３種第１級

設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ

車線数 ：４車線

事業化 ：昭和６２年度

事業費 ：約３００億円

計画交通量 ：21,400～30,000台／日

ぐんまけん しぶかわし かみしろい

標準横断図

完成４車線区間

（H20.7 撮影）

渋川東町付近 

（H20.10 撮影） 

暫定２車線区間

（H20.7 撮影）
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国道17号 鯉沢バイパス L＝5.5km

H20.7 4/4供用

L=2.3km
H20.7 2/4供用

L=3.2km

東
町

下
郷

吾
妻
新
橋
南

関越自動車道 昭和IC

至

沼
田

至

高
崎

1717

353353

Ｈ21年度
プローブ調査結果
(鯉沢バイパス供用後)

1,121

212

394

渋
川
警
察
署
前

区間① 区間②

阿
久
津

鯉
沢

吹
屋

国道17号 鯉沢バイパス L＝5.5km

東
町

下
郷

吾
妻
新
橋
南

阿
久
津

鯉
沢

吹
屋

昭和IC

至

沼
田

至

高
崎

1717

353353

関越自動車道

Ｈ17年度
プローブ調査結果

(鯉沢バイパス供用前)

826

渋
川
警
察
署
前

【損失時間】
■ ～ 50千人時間/年・km
■ 50～100千人時間/年・km
■ 100～200千人時間/年・km
■ 200～ 千人時間/年・km

平面交差点
損失時間値
(千人時間/年･km)
H21全国平均
（20.3千人時間/年･km）

【損失時間】
■ ～ 50千人時間/年・km
■ 50～100千人時間/年・km
■ 100～200千人時間/年・km
■ 200～ 千人時間/年・km

平面交差点
損失時間値
(千人時間/年･km)
H21全国平均
（20.3千人時間/年･km）

247

430

331

205

２．プロジェクトの効果 

 当該区間の渋滞による損失時間は、図3、4に示すとおり鯉沢バイパス開通前が約128.8千人

時間であったのに対し、バイパス開通後は約78.1千人時間となり、約39％減少した。 

   ただし、吾妻新橋南交差点、鯉沢交差点、吹屋交差点では、未だ損失時間が残っている状況

である。 

道-２ 国道１７号 鯉沢バイパス 

バイパス開通前 
（H20.5 撮影） 

バイパス開通後 
（H22.12 撮影）

ａ）バイパス区間の渋滞解消 

１）種々の定量的効果 

図 3 バイパス開通前の国道 17 号現道の渋滞状況 

図 4 バイパス開通後の国道 17 号現道の渋滞解消状況 

写真1 阿久津交差点での渋滞発生状況 写真 2 阿久津交差点での渋滞解消状況 

区間損失時間：約 128.8 千人時間 

区間損失時間：約 78.1 千人時間 
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ｂ）バイパス区間の交通事故の減少 

 当該区間の死傷事故率は、図5に示すとおり鯉沢バイパス開通前が約142.2件/億台・ｋｍであっ

たのに対し、開通後は約71.2件/億台・ｋｍとなり、約50%減少した。 

以前の国道17号は大型車とのすれ違いが危険であったが、写真3、4に示すとおり大型車両の通行

量が減ったことで通学の子どもたちも安全に通行できるようになり、地域の交通安全に寄与している。 

  

図 5 バイパスの開通による国道 17 号現道の事故件数の状況 

高崎河川国道事務所管内 【平成22年度 事後評価完了】

写真 3 バイパス開通前の国道 17 号現道 写真 4 バイパス開通後の国道 17 号現道

Ｈ16-19年度
交通事故総合データベース

Ｈ21年
交通事故データ

凡 例
■ 0~ 50
■ 50~100
■ 100~200
■ 200~
（単位：件/億台km）

国道17号 鯉沢バイパス L＝5.5km

至

沼
田

至

高
崎

至

沼
田至

高
崎

1717

353353

1717

353353

国道17号 鯉沢バイパス L＝5.5km

東
町下

郷

吾
妻
新
橋
南

阿
久
津

鯉
沢

吹
屋

東
町

下
郷

吾
妻
新
橋
南

阿
久
津

鯉
沢

吹
屋

歩行者242人/12ｈ 自転車229人/12h

(H17センサスより）

渋
川
警
察
署
前

渋
川
警
察
署
前

H20.7 4/4供用

L=2.3km
H20.7 2/4供用

L=3.2km
区間① 区間②

供用後： 安全に通行可能 供用前： 大型車とのすれ違いが危険
(H19.11 撮影) (H22.12 撮影) 
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■プロジェクトの投資効果の分析 

  

  

 

 

            

ｃ）沿道の生活環境の改善 

 鯉沢バイパスの全線開通により当該区間を通行する車両がバイパスに分散されたため、国道17

号（現道）の交通量が全体で54％減少。特に大型車の交通量が約84％減少したため、図6に示す

ように騒音および振動レベルが低減（振動レベルについては最大で21db低減）した。 

道-２ 国道１７号 鯉沢バイパス 

ｄ）プロジェクトへの投資効果 

 本プロジェクトの建設費や維持管理等の費用（Ｃ（Cost））に対する投資効果としては、渋滞解消に

よる①走行時間短縮効果、②走行経費減少効果、②交通事故減少効果を地域が受益している便益

（Ｂ（Benefit））であると想定されるため、この費用便益比（Ｂ／Ｃ）の関係を投資効果として分析した。 

この結果、本プロジェクトのＢ／Ｃは1.1となった。 

 

供用後 50 年間の時間短縮・走行経費減少・事故減少便益 

建設費＋供用後 50 年間の維持管理費 

４８３億円 

４１７億円 

※建設～耐用期間の総費用、総便益については、物価の変動や利率などによる社会的な貨幣

価値の年変動を、社会的割引率４％として考慮（現在価値化）し、算定している。 

図 6 騒音・振動調査結果 
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＜沿道住民の声＞ 
 

・沿道の商店への出入りがしやすくなった。 

・自転車で安全に走行できるようになった。 

・子供が安心して通学できるようになった。 

・夜眠れないくらい振動・騒音がひどかったが良くなった。 

 

（H20.10.21聞き取り実施) 

高崎河川国道事務所管内 【平成22年度 事後評価完了】

ａ）地域への波及効果 

２）その他の効果 

ｂ）沿道住民等の声、評価 

 鯉沢バイパス建設ルートの土地利用は、田畑が中心であった

が、バイパスの開通以降、沿道に家電量販店など大型店舗等

の出店（写真5）が進み、買い物客らで賑わいを見せている。 

 また、バイパス暫定供用中の平成13年に開駅した「道の駅こ

もち（写真6）」では、図7に示すとおり入り込み客数が年々増加

（H15からH22までに約1.7倍増加）しており、鯉沢バイパスの開

通は地域の活力向上の一端を担っている。 

本プロジェクトによる国道17号の渋滞や事故の減少効果は、商店への出入りがしやすくなった、自

転車の走行や子どもの通学が安全になった、振動・騒音がひどかったが良くなったなど、沿道住民

にも評価されている。 

 また、バイパス沿道に出店した店舗においても、商品搬送に鯉沢バイパスを利用している、 

沼田方面から通勤しやすいなど好評であり、周辺の商業施設との相乗効果が発生している。 

  

写真 6 道の駅こもち 

写真 5 鯉沢バイパス沿いの大型店舗

    の出店状況 
図 7 道の駅こもちの年度別入り込み客数 

＜道の駅こもち＞
H13.4開駅

＜家電量販店＞
H22.6出店
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約１．７倍
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３．プロジェクト実施にあたっての特記事項 

１）計画路線に新たに見つかった軟弱地盤対策 

 鯉沢バイパス計画当初は、地盤改良を必要とする地層は確認されなかったが、用地取得後に可

能となった地質調査の結果、図8の軟弱地盤が浅い層で見つかった。 

このため、軟弱地盤区間の地盤改良を実施する必要が生じ、約９億程度コストの増加を余儀なく

された。 

道-２ 国道１７号 鯉沢バイパス 

２）プレキャスト製品の使用によるコスト縮減を実現 

 切土した斜面の安定を図るために設置する擁壁について、当初は、現場打ち逆Ｔ型擁壁を計画

していたが、図9に示すプレキャスト製品による多数アンカー式擁壁を採用することで、約１億円のコ

スト縮減を実現した。 

  

図 8 新たに見つかった軟弱地盤の概要 

図 9 プレキャスト製品を採用したコスト縮減 
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高崎河川国道事務所管内 【平成22年度 事後評価完了】

４）本プロジェクトに残された課題 

 国道17号現道の渋滞は概ね解消したが、図11～12に示すとおり、起点部の吾妻新橋南交差点

や鯉沢交差点、吹屋交差点では、開通後も休日に渋滞が発生している。 

 図13に示すとおり、国道17号現道から鯉沢バイパスへの交通量転換は図られているため、現在も

渋滞が発生している各交差点の需要率は、図11～12に示すとおり吾妻新橋南交差点が0.796、鯉

沢交差点が0.652、吹屋交差点が0.682の１以下を満足している。しかし、交差点間が短く、信号待

時間の影響により、渋滞が解消されていないと考えられるため、今後、交通の状況を見ながら、個

別に対応を検討していく必要がある。 

３）新技術の採用によるコスト縮減と景観への配慮 

 切土法面の補強にあたっては、新技術である補強土緑化工法（図10）を採用することで、コスト縮

減と景観への配慮を実現した。 

図 10 補強土緑化工法を採用したコスト縮減と景観への配慮 

図 11 国道 17 号現道の吾妻橋南交差点の渋滞発生状況 

（当初）
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吾
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新
橋
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下
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東
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交通量(台/h) 交通容量(台/h) 需要率
国道17号鯉沢バイパス 2,638 3,844 0.686
現国道17号 384 3,506 0.110
合計 ― ― 0.796

交差点の需要率

交通量(台/h) 交通容量(台/h) 需要率
国道17号鯉沢バイパス 2,638 3,844 0.686
現国道17号 384 3,506 0.110
合計 ― ― 0.796 平日7：30～7：40の10分間渋滞発生

休日17：00～19：00の120分間渋滞発生

交通需要率は満足
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道-２ 国道１７号 鯉沢バイパス 

  

  

図 12 国道 17 号現道の鯉沢交差点、吹屋交差点の渋滞発生状況 

図 13 国道 17 号現道から鯉沢バイパスへの交通量転換の状況 
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５．考察 

バイパスが開通し、「これまで迂回路になっていた周辺道路の交通量が少なくなったので学童が安

全に通学出来るようになった」、「これまで混雑時には自分の家に入るのも大変だったが、朝夕の時間

帯でもスムーズに通れるようになった」などの地元の声を頂いていることや、沿道には道の駅「こもち」、

歴史遺産「白井宿」、「ふれあい公園」、「子持村温泉センター」が整備され、大型店舗も相次いでオー

プンするなど、地域が活性化されており、バイパスの整備効果を実感している。 

 暫定２車線で開通している区間については、中央分離帯に開口部が無く、故障車や維持作業時に

通行止め等を行う必要がある。今後は維持管理を念頭に置いた道路構造等の検討を行っていきた

い。 

  

 

４．プロジェクトによって得られたレッスン            

１）地質調査による地盤改良費の増加について 

当初、地質調査を北側で1箇所、南側で1箇所、計2箇所で実施したが、追加調査の実施により、

新たに軟弱な地盤が発見され、結果的に9億円の地盤改良費が増加となった。 

今後、本プロジェクトと同様の道路プロジェクトにおいては、予備的経費を事業費計上することも必

要である。 
 

２）埋蔵文化財調査による事業費の増加・工期延長について          

当初、埋蔵文化財の層数を1層と想定してい

たが、調査の結果、図14に示すとおり5層が確

認され、結果的に埋蔵文化財調査費が17億円

の増加となった。 

埋蔵文化財調査において、当初の想定を上

回る層数が確認され、また、多くの遺跡が発見さ

れたことで時間を要し、工事可能箇所が限定的

となったため約2年の工事遅延が生じた。 

ルート検討の段階で、埋蔵文化財の宝蔵 

地は確認していたが、更なる事前調査の 

仕組みを検討すべきと考える。 

高崎河川国道事務所管内 【平成22年度 事後評価完了】

【参考資料について】 

本プロジェクトの参考資料については、下記の関東地方整備局のウェブページでご参照いた

だけます。 
参照 URL：http://www.ktr.mlit.go.jp/shihon/shihon00000083.html 

図 14 埋蔵文化財調査費の増加状況 

埋蔵文化財調査費：約20億円
理由：層数が１層→５層となり、また、全国的にも稀な

旧石器時代(約２万年前)の土器・石器が大量に出土したため
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